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 令和６年度 東京都立松原高等学校全日制課程 学校経営計画 

スクール・ミッション 

「人格の完成を目指し、有為な社会人を育成する」を目指し、基礎学力を定着させる授業や近隣大学、地域

等、家庭等と連携した健全育成を重視した教育活動を通じて、社会の一員として「知・徳・体」を磨き続け、

自分にできることを生かして社会に貢献する人材を育成します。 

目指す学校 『そのやる気を本気にさせる学校』 

地域（世田谷）にはぐくまれ、生徒自らが「知性」「品格」「自律」を磨き、自己を実現できる学校。 

本校の教育目標である「人格の完成を目指し、有為な社会人を育成する。」を実現するため、全ての教育活

動を通して、次のような資質・能力をもつ生徒を育成する。 

(ア)自己の可能性を追求し続ける個性豊かな人間。 

(イ)規範意識に富み、勇気を持って正しく行動できる人間。 

(ウ)地域に貢献する姿勢と行動力を身につけ、地域社会に調和し、思いやりの心を持つ人間。 

これらの実現のために、「スクール・ポリシー」も踏まえた以下の目標を設定し、達成に向けた方策に取り

組むことで、「地域に信頼され、中学生に選ばれる学校」を目指す。 

中期的目標と 

達成に向けた方策 

（方策：１～７） 

今年度の取組目標と 

達成に向けた具体的方策 

（目標：ア～、・／方策（取組）：①～） 

具体的な方策に

関する数値目標 

 

１ 知性・品格・自律ある 

生徒の育成（学習指導） 

(1)「主体的な学び」の実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)協働学習の充実 

 

 

(3)探究活動の推進 

 

 

 

(4)個別最適な学びの推進 

 

 

 

 

 

 

 

ア 学びに向かう態度の育成（授業規律の確立） 

① 授業準備、チャイム着席など、主体的に学ぶ態度を定

着させる。 

イ 基礎、基本の定着（家庭学習の確立、学力向上） 

① 小テスト、課題学習に繰り返し取り組ませる。②習熟 

度に応じて、各教科で基礎・応用・発展の定着を図る。

③その他 

ウ 思考力・判断力・表現力の向上（知的好奇心、読書活

動の充実）①自分の考えを文章にさせる。発表させる。 

エ 生徒一人１台端末の活用（生徒の興味・関心、わかり

やすい授業）①授業時などにおけるTeams、Forms等を

効果的に活用する。 

オ 政治的教養をはぐくむ主権者教育の推進。 

① 授業及び特別活動等により主権者教育を推進する。 

 

・協働学習の充実（主体的、対話的な学び） 

① ペアワーク、グループワークを活用する。 

 

・探究学習の充実 

① 「総合的な探究の時間（人間と社会）」を活用した探 

究な学びの充実と推進。 

 

ア 基礎力の定着と自学自習の習慣化 

① 原則、1・2年は実用英語検定を受験する。 

イ 個別最適な学びの充実 

① 放課後の個別指導を実施する。 

ウ 継続的な学びの推進（発展学習中心） 

① 長期休業中を利用した教員の講習・補習を実施する。 

 

学校評価アンケー 

ト 学習に関する 

満足度 80％以上 

（生徒による授業 

評価 満足度80％ 

以上） 

【平日の放課後

（家庭）学習時

間目標（学年×

50分）】 

【年1回以上の端

末を活用した授

業観察】 

 

 

 

 

 

 

【受験率65%、準2

級合格1年50名

以上、2年終了時

100名以上】 

【補習・講習・特

設講座〔小論文

等〕大学生によ

る学習支援】 

【40講座、200時

間、延べ1000

人以上】 
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２ 社会的・職業的自立に

向けたキャリア教育の推

進（進路指導） 

(1) 組織的なキャリア教育の

推進 

 

 

 

 

 

 

(2)探究心と向上心の育成 

 

 

 

 

 

(3) 外部人材の活用 

 

 

 

 

３ 公共を尊ぶ生徒の育成 

（生活指導）  

(1)ルール・マナーの遵守、徹

底 

 

 

 

 

(2) 生徒の生命尊重と人格 

の尊重、育成 

 

 

 

 

 

４ 他者をリスペクトする

生徒の育成(特別活動、そ

の他） 

(1) 自校への帰属意識の育成 

 

 

 

 

エ 先取りした高度な学びの推進（発展学習中心） 

①外部機関と連携した土曜講習、夏期勉強合宿等を実施す

る。 

オ 体験的、実践的な学びの推進 

① 外部機関と連携した実践的・体験的な学習を実施する。 

 

 

 

・進路指導部と学年が連携した指導の充実 

① 進路指導部主導による意図的・計画的なキャリア教育を 

推進する。②全学年、保護者会と面談指導（希望保護者全

員）の充実を図る。③進路ガイダンスと大学等の訪問を充実

させる。④大学進学者の総合型入試を見据えた小論文対策を

充実させる。⑤年間計画に基づく模試分析会等を実施し、授

業改善と細やかな進路指導を推進する。⑥その他 

 

生徒一人ひとりが希望する進路の実現 

① 面談指導（三者面談等含む）を充実する。②「進路の手 

引き」に基づく計画的な進路指導、学習指導を行う。③指定

校推薦（大学入学共通テスト又は資格検定の受験を必須とす

る。）、総合型入試対策の充実を図る。 

 

・組織的、計画的な進路講演会等の実施 

①進路講演会を計画的、効果的に実施する。②新大学入試に

対応する指導を徹底する。③大学、教育関係機関との連携を

図る。 

 

 

 

・生活指導統一基準等の遵守、推進 

① 思いやりと優しさをもった指導を徹底する。②「生活指 

導上のガイドライン」に基づき、教員が統一的な指導を行

う。※松高生としての３つの約束（時間管理（遅刻・欠席ゼ

ロ）、挨拶、身だしなみ）への理解と遵守を図る。 

 

・いじめ体罰の根絶とその防止の徹底。 

①「自殺対策基本法」「自殺総合対策大綱」に基づく、生命

尊重による指導を徹底する。②スクールカウンセラーや外部

専門機関等と連携し、生命に関わる重大事故の防止を徹底す

る。③各種調査（いじめ・体罰等）の実施と検証、松原（緊

急）ほっとラインの創設と運用を図る。 

 

 

 

 

・生徒自らがそのよさを自他ともに認めあう資質・能力

の伸長 

② 学級経営の充実化を図り、生徒のよさを伸ばしていく。  

③ 学校行事（体育祭・文化祭など）を組織的・計画的に実 

【土曜講習１・２

学年 30名以上

参加、修了】 

 

学校評価アンケー 

ト 進路に関する 

満足度 85％以上 

 

 

【8月末迄、各学年

75％実施】 

 

【模試分析会は悉

皆校内研修】 

 

 

【中堅大学以上延

べ50名（難関・

MARCH10名以

上）】 

 

 

【高大連携先の拡

充：日本大学、

成蹊大学等】 

 

 

 

学校評価アンケー 

ト 生活指導に関 

する満足度 80％ 

以上 

 

【多遅刻者の各学 

年前年度30％減】 
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５ 戦略的な学校広報の展

開（学校広報） 

(1)学校ホームページの充実 

 

 

 

 

(2)学校説明会等の充実 

 

 

 

 

(3)教育活動の広報 

 

 

 

 

６ 安心・安全、快適な学

校づくり（学校運営、学校

管理）  

(1)安全教育、健康教育の推

進 

 

 

 

 

 

(2)特別支援教育の推進 

 

 

(3)コンプライアンスを重視

した業務遂行 

 

 

 

 

 

７ 質の高い教育の提供

（教員としてのキャリア形

成） 

施する。③地域や大学等のイベントやボランティアに参加

し、地域貢献を奨励する。④その他 

 

・得意な才能を伸ばす教育の推進 

① 「運動部・文化部ガイドライン」に基づくいじめ・体罰 

のない部活動指導を徹底する。②活力ある学校づくりに向け

て、運動部・文化部ともに高い目標に向けて指導の充実を図

る。 

③学校行事や学校説明会等の準備・運営協力による学校への

貢献を奨励する。 

 

 

 

・計画的なホームページの管理 

①学校ホームページの更新計画の策定、計画に沿った情報発

信を行う。②見学会・説明会等の電子申請（電話対応含む）

を実施する。③その他 

 

・全校体制での組織的な対応 

① 長期休業中等を利用した中学校、学習塾への周知を徹底 

する。②生徒会や部活動の生徒を前面にした説明会（学校広

報）を実施する。③その他 

 

・松原の魅力（よさ）の発信 

①上級学校説明会、出前授業等を実施する。 

②母校訪問を夏季休業中に実施する。 

 

 

 

ア 自助、共助の精神の育成 

①地域、外部機関と連携した全校での防災・避難訓練を

実施する。②生徒による防災支援隊を組織し、自助・共

助の精神を育成する。 

イ 安全指導、健康指導の徹底 

① セーフティ教室（薬物乱用防止）を実施する。②交通安 

全（ヘルメット着用）情報モラル（SNS）の指導を徹底す

る。③性教育、がん教育を実施する。 

 

・外部人材の活用と連携 

①特別支援学校との情報交換、連携を図る。 

 

・都民に信頼される学校づくり 

・説明責任を果たす業務遂行 

①教職員（職員室と経営企画室）が連携した経営参画型の業

務を遂行する。②効果的な予算の編成、執行を行う。③個人

情報の適切な管理を行う。④校内美化（掲示物等を含む）を

推進する。⑤リサイクル等の環境を配慮したゴミの分別、縮

減を図る。⑥新設、設備の適正な管理を行う。 

 

 

【学校行事の参加

率90％、満足度

85％以上】 

 

 

 

 

【部活動加入率

80％】 

 

【中学校校長会第 

一希望調査1.1倍 

以上 推薦に基づ 

く入試・応募倍率 

2.5倍以上 学力 

検査に基づく入 

試・応募倍率1.2 

倍以上】 

【学校㏋更新200

回以上】【重点中

学校30校以上、

塾200校以上】 

【全8回1500組】 

【原則、管理職・

関係分掌・教科で

すべて対応】 

 

 

学校評価アンケー

ト 安全教育、健

康教育に関する満

足度 80％以上 

【防災はプロジェ

クトによる年間実

施】【ヘルメット着

用率60%以上】 
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(1) 授業力の向上 

 

 

 

 

 

(2) 資質、能力の向上 

 

 

 

 

(3）働き方改革の取組 

 

 

 

 

 

 

・授業改善の推進 

② 生徒による授業評価を活用した組織的な検証を行う。 

② 相互授業参観期間を利用し、他の教員の取組を取り入れ 

る。③他校の授業視察、支援センター事業による授業参観プ

ログラムを活用する。 

 

・校内研修の充実 

① 月１回の教科主任会を定期的に開催する。②模試試 

験等を活用した学力分析会を充実する。③教科会を定期

的に開催する。 

 

・教職員の意識変革と業務改善 

① 学校閉庁日の徹底を行う。②定時退庁日を設定す 

る。③会議の効率化。議題を整理し45分以内の会議を推

進する。④在校時間の縮減（月間45時間）によるライ

フ・ワーク・バランスを実現する。⑤男性の育児参画を

推進する。 

 

 

 

 

 

 

【悉皆研修、各教

科報告】【会議簿の

作成、回覧の徹

底】  

 

【閉庁日年間5日

間】 

【定時退庁日年間5

日以上】 

【議事録の作成、

回覧の徹底】 

スクール・ポリシー 

１ グラデュエーション・ポリシー 

主権者としてとして「知・徳・体」を磨き続け、社会に貢献できる人材となるよう、学校の教育活動全体を

通して、以下の資質・能力を育成する。 

・学びの主体性、知性、理性 

・健康、コミュニケーション能力 

・進路実現力 

・社会性、個性、創造力 

・自己理解力、他者尊重力 

 

２ カリキュラム・ポリシー 

  以下の資質・能力を生徒が身に付けるために、教科・科目を中心とした学校の教育活動全体で指導を行う、 

・学びへの主体的な取組を通して、知性や理性。 

・心身ともに健康なコミュニケーション能力。 

・志の高い進路実現を目指す能力と、社会へ貢献する能力。 

 ・社会の一員としての自覚を持つための、豊かな個性と創造力。 

・自己を理解するとともに、他者の人格を尊重する態度。 

 

３ アドミッション・ポリシー 

教育目標の実現を目指し、自らの可能性を追求するために、本校では以下の生徒を求めている。 

・学習活動に意欲的に取り組み、粘り強く探究し続ける生徒、 

・部活動、学校行事、委員会活動などに主体的に取り組み、常に自分を高めようとする生徒。 

・自分の将来の目標を明確にし、希望する進路の実現に向けて全力で取り組む生徒。 

・あいさつをする、身だしなみ、時間の厳守など、社会生活での基本的なルールやマナーを守る生徒。 

・地域や社会に貢献する意欲があり、他者の人格を尊重することのできる生徒。 

 


